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マイチャレンジのキセキ！
～真昼のモリアオガエルの産卵～

産卵中のモリアオガエルペア　　撮影場所：大沼

那須塩原自然を愛そう

あなたの"珍"を募集中
≪応募方法≫
方法① きらきらホット
　　　 なすしおばらに投稿
　　　 珍百景投稿用フォームに
           必要事項を入力。

方法② シティプロモーション課に電話
　　　　☎ 0287（62）7109

●必要事項
　住所、氏名（ペンネーム）、電話番号、年齢、性別、
　珍百景写真、タイトル、撮影日、コメント（100 字
　程度）

●注意点
※人権侵害、政治・宗教活動、意見広告や宣伝につ
　ながるものなど、掲載できない内容があります。
※内容を変えない範囲で添削する場合があります。
※被写体の人物または所有者などに許可を得てから
　応募してください。
※インターネットなどからの転載はご遠慮ください。
※応募いただいた写真は市の情報発信活動に使わせ
　ていただく場合があります。

百景
なすしおばら

珍

那須塩原市役所
シティプロモーション課
「広報なすしおばら係」行

ご住所

那須塩原市

お名前
フリガナ

☎電話

年齢 性別歳 男　・　女

ペンネーム
（希望者のみ）

※掲載する場合は実名ではなく、イニシャルまたはペンネームで掲載します。

３ ２ ５ ８ ５ ０ １
お手数ですが

62円切手を

貼ってください
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樹上でまどろむモリアオガエル

　
６
月
24
日
か
ら
１
週
間
、
塩
原
小
中
学
校
の

マ
イ
チ
ャ
レ
ン
ジ（
社
会
体
験
活
動
）が
行
わ
れ

ま
し
た
。
私
の
と
こ
ろ
に
も
、
ぜ
ひ
塩
原
の
生

き
物
た
ち
の
こ
と
を
知
り
た
い
と
、
一
人
の
男

子
生
徒
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
2
日
目
の
火
曜
日
、
午
前
中
は
市
の
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
で
、
施
設
見
学
に
来
た
小
学
生
た

ち
へ
の
自
然
再
生
事
業
の
説
明
を
手
伝
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
質
問
に
も
丁
寧

に
答
え
、
評
判
は
上
々
で
し
た
。

　
午
後
は
気
分
転
換
の
意
味
も
含
め
、
大
沼
の

自
然
観
察
へ
と
出
か
け
ま
し
た
。
梅
雨
の
合
間

の
晴
れ
の
こ
の
日
、
木
道
側
の
木
々
に
は
多
く

の
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
卵
塊
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
見
て
彼
は
、「
た
く
さ
ん
卵
塊
が
あ
り
ま

す
ね
。
色
も
、
い
ろ
い
ろ
だ
。」
と
ポ
ツ
リ
。
す

か
さ
ず
先
輩
の
私
は
、「
い
い
と
こ
ろ
に
気
が
付

い
た
な
。
真
っ
白
な
ほ
ど
産
み
た
て
の
卵
だ
よ
。

例
え
ば
、
こ
の
白
い
や
つ
。
ウ
ッ
、
こ
こ
、
ま

だ
産
ん
で
い
る
！
」。
な
ん
と
そ
の
白
い
卵
に

は
ま
だ
産
卵
中
の
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
オ
ス
と

メ
ス
が
つ
い
て
い
ま
し
た
。
青
空
が
見
え
る
こ

ん
な
昼
間
に
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
産
卵
が
見
ら

れ
る
な
ん
て
、
ま
さ
に
奇
跡
で
し
た
。
こ
の
時

期
の
蒸
し
暑
い
夜
に
見
ら
れ
る
の
が
普
通
な
の

に
、
ま
さ
か
昼
間
に
見
ら
れ
る
な
ん
て
。
彼
も
、

「
初
め
て
み
ま
し
た
。
写
真
か
図
鑑
で
し
か
見

た
こ
と
な
か
っ
た
の
に
」
と
、
大
変
喜
ん
で
い

ま
し
た
。
私
は
、「
午
前
中
の
頑
張
り
が
運
ん
で

き
て
く
れ
た
ん
だ
よ
。
残
り
3
日
も
ガ
ン
バ

レ
！
」
と
小
さ
い
声
で
、
彼
の
背
中
へ
声
を
か

け
ま
し
た
。�

あ
き
お

モリアオガエルって？

本州に生息し、オスの体長5～6cm、メス
の体長7～8cm。6～7月にかけて産卵し、
市内では塩原の大沼周辺、黒磯の沼ツ原
湿原周辺が、産卵地として有名である。1
つの卵塊には、平均100～200個の卵が
入っている（塩原地域）。産卵から1～2週
間で卵が孵化し、幼生（オタマジャクシ）
が水辺へと落下する。

家の雨どいの近くに、怪しげな輝くトゲを持つ黒いサナギを発見。幼
虫のころは赤と黒のトゲトゲで、ド派手な気持ち悪い姿でした。
きれいなチョウになるのか、楽しみです。

投稿者　　N.渓将、悠真、 匠杜さん（7、6、3歳男性 上厚崎）
撮影場所　上厚崎（撮影日  R1.6）

み～つけた
ちっちゃ

な自然

NO. 172

▲バックナンバーはこちら

正
義
の
味
方
か
悪
役
か
？

�

変
身
し
た
ら
何
に
な
る
!?

7月20日号に掲載した次の記
事に一部誤りがありましたの
で、お詫びして訂正します。

○13ページ
　「語り部養成講座」
　【講師の名前】
　（変更前）柏倉 祐司 氏
　　　　　　　↓
　（変更後）柏村 祐司 氏

【お詫びと訂正】
編集後記

おかげさまで、いろいろな取材に行かせていただ
いています。私が写真を撮ってて楽しいのは

「顔」。楽しいときや嬉しいときの笑顔はもちろん、一
生懸命さが伝わってくる真面目な顔や、不満や悔しさ
がにじんでいる顔など。言葉はなくとも、その表情か
ら気持ちが伝わってきます。「百聞は一見に如かず」を
身をもって感じていたある日、突然私に向けられた娘
の表情は「渾身のドヤ顔」。娘が伝えたい感情が分かる
ようになるのは、まだ先のようです。� （髙久）

取材で、初めて金乘院の火まつりへ。燃え盛る
炎の上を裸足で渡る光景は圧巻で、ファイン

ダー越しにも迫力満点でした。会場に行ってもう一
つ驚いたのは、その瞬間をおさめようと集まるカメ
ラ愛好家の多さ。長～いレンズの、高そ～なカメラ
を構える人が50人ほど集まっていました。良い場所
で撮影しようと繰り広げられる激しいポジション争
い。肩を狭め、身を低くして何とか場所を確保しま
したが、撮影後は謎の筋肉痛に襲われました。（平石）




